
高山市議会ぎかいだより
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鳥獣害対策

～中間報告～

の
整
備
等
、
生
息
環
境
の
整

備◎
耕
作
放
棄
地
対
策
と
連
動

し
な
け
れ
ば
効
果
は
上
が
ら

な
い
。

・
耕
作
放
棄
者
へ
の
指
導
勧

告
と
共
に
、
農
地
の
集
積
や

農
業
以
外
の
利
用
も
検
討
必

要・
農
業
後
継
者
づ
く
り
、
新

規
就
農
者
支
援
等
、
助
成
策

を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
山
の
管
理
も
大
切
な
要
素

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
国
、

県
へ
の
要
望
と
、
市
の
予
算

措
置
等
に
つ
い
て
今
後
委
員

会
と
し
て
詰
め
の
作
業
に
入

る
予
定
で
す
。

◆
野
生
動
物
と
の
共
存
は
可
能
か

は
資
材
費
の
¾
を
助
成

◎
耕
作
放
棄
地
対
策

・
耕
作
放
棄
地
マ
ッ
プ
を
作

成
し
、
耕
作
放
棄
地
再
生
計

画
で
事
業
を
実
施

◎
県
の
方
針

・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
と
し
て

今
狩
猟
期
間
か
ら
捕
獲
制
限

を
一
日
雄
は
一
頭
、
雌
は
無

制
限
に

◎
本
年
度
予
算

１
億
１
６
０
０
万
円

（
昨
年
７
３
０
０
万
円
）

現
状
の
把
握

◎
被
害
額
、
捕
獲
頭
数
の
現

状
（
グ
ラ
フ
参
照
）

・
被
害
面
積
２
１
９
ha 

、
被

害
額
は
８
８
７
５
万
円

・
捕
獲
頭
数
は
１
８
２
６
頭

（
対
前
年
６
２
９
増
）

・
猿
、
鹿
の
被
害
が
増
加

◎
猟
友
会
の
現
状

・
銃
器
に
よ
る
狩
猟
免
許
者

１
３
１
名
、
う
ち
捕
獲
隊
員

１
０
８
名
。
平
均
年
齢
61
才

◎
鳥
獣
害
防
止
対
策

・
猟
友
会
員
を
中
心
に
捕
獲

業
務
を
委
託
（
４
０
２
０
万

円
）

・
本
年
度
作
成
の
捕
獲
檻
は

イ
ノ
シ
シ
用
１
０
０
台
、
サ

ル
用
30
台

・
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
育
成
訓

練
費
用
を
全
額
助
成

◎
農
作
物
獣
害
防
止
対
策

（
電
気
柵
等
の
設
置
助
成
）

面
積
に
応
じ
設
置
費
用
の
½
、

⅔
、
¾
を
助
成 

（
市
単
独
）、

国
庫
事
業
を
実
施
す
る
場
合

久々野地区での獣害調査

現
地
調
査

９
月
９
日
、
久
々
野
地
区
の

２
果
樹
園
で
実
施

◎
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
等

の
設
置
状
況
視
察

・
高
さ
１
ｍ
の
柵
の
設
置

・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
で
エ
ス

タ
ー
線
架
線
に
よ
り
2.4
ｍ
の

高
さ
に

◎
食
害
の
状
況
調
査

・
苗
木
や
若
芽
の
被
害
等
確

認・
関
係
者
と
の
意
見
交
換
を

実
施

課
題
整
理
と
今
後
の
対
応
策

◎
獣
害
防
止
対
策
は
狩
猟
者
、

捕
獲
隊
員
の
確
保
と
育
成
が

必
要

・
狩
猟
免
許
の
取
得
促
進
と
、

技
能
講
習
が
出
来
る
射
撃
場

の
整
備
が
急
務

◎
個
体
数
の
増
加
か
ら
広
大

な
面
積
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ

て
い
る
。

・
地
域
ぐ
る
み
で
対
応
す
る

為
、
電
柵
設
置
等
へ
の
助
成

拡
大
を

・
地
域
間
の
連
携
に
よ
る
進

入
防
止
柵
の
徹
底

・
捕
獲
や
分
布
域
把
握
に
よ

る
個
体
数
の
抑
制

・
人
と
動
物
の
緩
衝
地
帯  


